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２月８日㈰　大毎集落地内

　夢21・さんぽく塾が主催する「スノーマ
ンがやってきた！」のクライマックスは、ス

タッフが手づくりしたチャペルでの「スノー

ウェディング」。４月にUターンする主役の加
藤光也さんと優美子さんの「地域に貢献した

い！」との熱い思いと塾生の思いが重なり、

素敵な結婚式となりました。

地域の思いがあふれる結婚式
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　次のようなときは国民年金の手続き（申請）が必

要です。

○60歳前に退職したとき
○20歳になったとき
　（厚生年金や共済年金に加入していない人）

○配偶者の扶養からはずれたとき

　（収入の増加や離婚、配偶者の退職など）

○氏名・住所が変わったとき

　（年金受給中の人で届け出が必要な場合）

○�海外に住所を異動する人で、引き続き国民年金に
加入を希望するとき

○海外から国内に住所を異動したとき

○共済年金に加入したとき

※手続き（申請）が遅れると年金の受給に影響する

場合があります

※経済的な理由から保険料を納めることが困難な

場合は、申請により保険料が免除される制度があ

りますので、ご相談ください

　学生や単身赴任している人でも、１年以上家族と

違う場所で生活する場合は、実際に居住する住所地

に住民登録をする必要があります。住所を異動して

も成人式などは地元で参加できますが、異動手続き

をしないと、適切な住民サービスが受けられなく

なったり、異動手続きの指導を受けたりすることが

あります。

　住所や世帯主が変わったとき（下表参照）は、市民

課または各支所地域振興課市民生活室、各連絡所の

窓口で手続きをしてください。

届け出が必
要なとき

必要な
届け出

届出期間
届け出に必要なもの
など

市 外 か ら
引っ越しし
てきた

転入届
住み始め
てから14
日 以 内
（引っ越
し後）

①届出人の印鑑
②�国民健康保険や後
期高齢者医療保
険、介護保険など
の保険証や医療費
助成受給者証など
③国民年金手帳
④�転出証明書（転入
時）または住基
カード
⑤�届出人の免許証な
ど、本人の身分証
明書

市内で引っ
越しをした

転居届

市外へ引っ
越しをする

転出届 転出前

世帯の代表
者が変わる

世　帯
変更届

変わって
から14日
以内

国民年金 住所異動

　

３
月
は
、
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
引
っ
越
し
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
住
所
が
１
年
以
上
変
わ
る
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
窓
口
で
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
月
末
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

引っ越しの多くなる季節です

手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

●問い合わせ　市民課市民年金室　☎53－2111（内線282）または各支所地域振興課市民生活室
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　引っ越しなどにより転出される場合は、手続きが
必要です。
　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税され
ますので、廃棄および譲渡した場合は、３月中に廃
車または所有者（名義）変更の手続きをお願いしま
す。
　なお、市役所での手続きの際は、印鑑を持参して
ください。

車種 届け出先

※�村上市または旧町村ナンバーの
ついた車両
①原動機付自転車およびミニカー
②小型特殊自動車

市役所税務課
各支所地域振興課

①軽自動車
②125cc超250cc以下の二輪車

全国軽自動車協会連合
会新潟事務所

二輪の小型自動車（250㏄超） 北陸信越運輸局新潟運
輸支局

※�市役所で手続きできる車両は、村上市または旧町
村のナンバーがついた車両です
※�市役所以外での手続きは、各届け出先に確認をし
てください

●問い合わせ
　税務課収納対策室　☎53－2111（内線212）
　または各支所地域振興課市民生活室

　水道・下水道は、使用を始めたい日、または使用
を中止したい日の５日前までに、下記について連絡
をお願いします。
転入のとき
　①住所　②氏名　③使用を始める日　④日中に
連絡がとれる電話番号　⑤料金の支払い方法
　（なるべく口座振替でお願いします）
転居・転出のとき
　①お客さま番号　②住所　③氏名　④使用を中
止する日　⑤連絡先（引っ越し先の住所）　⑥日
中連絡がとれる電話番号
※水道・下水道の閉栓時には、料金の精算が必要に
なります。精算方法については、閉栓の連絡をい
ただいた際にお聞きします
※メーターが宅内にある場合については、閉開栓の
時に立ち会いが必要となります

●問い合わせ
　水道局管理業務室　☎66－6190
　または村上水道事務所、各支所産業建設課建設管
理室

　就職や退職などで保険証の切り替えが必要な人

は、忘れずに手続きをしてください。

　また、国民健康保険に加入している人が大学など

に進学するため、市外に住所を異動する場合は、引

き続き村上市の国民健康保険に加入できますので、

手続きの際にお申し出ください。

 脱退する手続きが必要な場合 
・職場の健康保険に入ったとき

・職場の健康保険の扶養になったとき

［手続きに必要なもの］

　�印鑑、国民健康保険被保険者証、職場の健康保険証
（未交付のときは加入したことを証明するもの）

 加入する手続きが必要な場合 
・職場の健康保険をやめたとき

・職場の健康保険の扶養からはずれたとき

［手続きに必要なもの］

　�印鑑、職場の健康保険をやめた証明書（被扶養者
を抹消された証明書）、厚生年金などの年金受給

者は年金証書

 その他の手続きが必要な場合 
・市内で住所が変わったとき

・世帯主や氏名が変わったとき

・保険証を無くしたときや破損したとき

［手続きに必要なもの］

　印鑑、保険証、身分証明証（運転免許証など）

●問い合わせ

保健医療課国保室　☎53－2111（内線252～254）
または各支所地域振興課地域福祉室

軽自動車・バイク

水道・下水道

国民健康保険
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事務事業評価の結果をお知らせします
　今年度は、市で評価した26の事務事業の中から４事業について行政改革推進委員会に評
価をしていただきました。その結果と対応についてお知らせします。

委員会評価結果（抜粋）

生活交通確保対策事業経費（担当課：自治振興課）

新エネルギー推進事業経費（担当課：環境課）

【委員会評価：再構築】

①路線バスについて、運行時間帯によって「空バス」が

走っている。効率的な運行に努めていただきたい。

②地域公共交通活性化協議会の前段の組織で議論する仕

組みが必要と考えます。

③乗り合いタクシーについて、利用者にわかりやすく周

知するよう努めていただきたい。

【委員会評価：再構築】

①木質バイオマスストーブと太陽光発電システムの設置

費補助の予算配分割合を検討していただきたい。

②電気自動車用充電スタンドは適正な受益者負担を求め

るべきと考えます。

③省エネ対策の推進も検討して取り組んでいただきた

い。

①「学割」の効果により、学生を中心に乗車密度が向上している

ことから更なる利用促進に努めていきます。

②全体会の実施のほか、分科会を開催するなど協議の活性化を

図ります。

③広報チラシをより見やすく改訂し、１月中旬に対象地域の全

戸へ配布しました。

①ニーズの高い太陽光発電システム設置費補助の予算配分を多

くする予定です。

②現段階では電気自動車の普及促進が目的であり当面無料とし

ますが、将来的に受益者負担の検討を行います。

③環境基本計画および地球温暖化対策実行計画により、省エネ

対策を推進していきます。

公共交通係　国井

新エネルギー推進室　大滝



5　　2015.3.1

　昨年度に引き続き試行として実施しましたが、限られた人材・財源の中で多様化・高度化する市民ニーズ

に対応していくため、今回の取り組みを基にしながら「行政評価制度」の構築に向け、全庁挙げて取り組んで

いきます。

●問い合わせ　総務課人事管理室　☎53－2111（内線318）

行政評価制度構築に向けて

有害鳥獣対策経費（担当課：農林水産課）

スポーツ団体育成経費（担当課：生涯学習課）

【委員会評価：拡充】

①緩衝帯の設置の推進と電気柵設置補助事業の実施など

の要件緩和を検討し、広く周知されたい。

②有害鳥獣を年間通して捕獲ができるような体制づくり

と駆除従事者の確保に努めていただきたい。

【委員会評価：拡充】

①スポーツへの事業や支援を積極的にPRして、強化選手
の育成・指導者の養成などを市民にアイディアを募る

などして拡大を検討していただきたい。

②総合型地域スポーツクラブは統合の検討を促すととも

に、クラブを問わず統一した料金でさまざまな事業に

参加できるように検討していただきたい。

①ワークショップの対象を２集落追加して実施するとともに、

有害鳥獣被害防止協議会と連携しながら電気柵設置事業を拡

充して取り組んでいく予定です。

②人的被害等発生時に迅速な駆除を実施するため、「鳥獣被害対

策実施隊」を新たに設置する予定です。また、有害鳥獣駆除従

事者を確保するため、従事者に必要な狩猟者登録の費用に対

し補助する制度を始める予定です。

①将来を担う子供たちが励むスポーツ少年団の育成の一環とし

て、スポーツ少年団の遠征等の活動に伴うバス運行経費の２

分の１（1回あたり上限額５万円まで）を補助する制度を始め
る予定です。

②新たに設立された２つのクラブの組織の強化と自立に向けた

支援を継続していきます。また、統一した料金で利用できる事

業を増やしていくよう促進していきます。

農業振興室　佐藤

スポーツ推進室　土田
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土地・家屋価格等縦覧帳簿を開示します

　納税者が、自分の土地や家屋の価格が適正か

判断できるようにするため、土地・家屋価格等

縦覧帳簿を開示（縦覧・閲覧）します。

期　間　４月１日㈬～４月30日㈭

　　　　午前８時30分～午後５時15分

ところ　税務課、各支所地域振興課市民生活室

※縦覧：�納税者が、ほかの固定資産（土地・家屋）と比

較して評価額が適正かを判断できる制度

※閲覧：�自分の固定資産（土地・家屋・償却資産）を

確認できる制度

償却資産の申告はお済みですか？
　償却資産の申告書が届いた人は、必ず提出をお願

いします。
資産税係　石田

■
評
価
替
え
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が

納
め
る
税
金
で
す
。
税
額
は
、
固
定
資
産
評
価

額
を
も
と
に
算
出
し
ま
す
が
、
こ
の
評
価
額
を
、

３
年
に
一
度
見
直
し
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
度
、
そ
の
資
産
の
価
値

に
応
じ
て
評
価
替
え
を
行
い
、
納
税
者
間
の
税

負
担
の
公
平
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
膨
大
な
数
の
土
地
・
家
屋
に
つ
い

て
そ
の
評
価
を
毎
年
度
見
直
す
こ
と
は
、
実
務

的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
や
、
課
税
事
務
の
簡

素
化
を
図
り
、
徴
税
コ
ス
ト
を
最
小
に
抑
え
る

必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
税
法
で
は
３
年

ご
と
に
固
定
資
産
の
評
価
額
を
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
見
直
し
の
内
容

●
宅
地

　

商
業
地
や
住
宅
地
な
ど
の
利
用
状
況
に
応
じ

て
再
区
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
部
の
地
域

で
は
、
価
格
水
準
が
見
直
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
評
価
額
が
増
加
す
る
場
合
は
、
税

額
が
急
増
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
な
だ
ら

か
に
税
負
担
を
引
き
上
げ
る「
負
担
調
整
措
置
」

を
行
い
ま
す
。

●
宅
地
以
外
の
土
地

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
見
直
し
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
税
額
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
家
屋

　

平
成
26
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
を
し
た
家

屋
は
、
平
成
27
年
評
価
基
準
で
評
価
額
を
決
定

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
家
屋
は
、
平
成
26
年
度

の
評
価
額
と
平
成
27
年
評
価
基
準
に
基
づ
い
て

計
算
し
た
評
価
額
を
比
較
し
、
低
い
方
を
評
価

額
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
人

は
、
３
年
間
の
減
額
措
置
が
終
わ
り
、
本
来
の

税
額
に
戻
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産

　

平
成
26
年
中
に
増
加
し
た
資
産
は
、

平
成
27
年
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
評

価
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

異
動
の
な
い
資
産
は
、
資
産
ご
と

に
耐
用
年
数
に
応
じ
た
減
価
残
存
率

を
乗
じ
て
評
価
額
を
決
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
２
２
６
・
２
２
７
・
２
２
８
）

平
成
27
年
度
は

固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す

土地と家屋の評価額は、４月中

旬に固定資産税の納税通知書

と一緒に送付する課税明細書

で確認できます。
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〈
定
住
自
立
圏
構
想
〉
１
月
21
日

中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た

　
４
月
か
ら
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
村
上
市
に
お
い
て
も
生
活
困
窮

者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
事
業
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

︻
事
業
の
内
容
︼

①
自
立
相
談
支
援
事
業

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
生
活
保
護
に
陥

お
ち
い

る

こ
と
な
く
、
早
い
段
階
で
自
立
し
た
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
に
、
支
援
員
（
主
任
相
談
員
、
相
談

支
援
員
、
就
労
支
援
員
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

そ
の
人
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
し

た
支
援
や
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て

自
立
を
手
助
け
し
ま
す
。

②
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
、
ま
た
は
失
う

お
そ
れ
が
あ
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
有
期
で

住
居
確
保
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

③
就
労
準
備
支
援
事
業

　

生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
い
る
、
社
会
と
の
か

か
わ
り
に
不
安
が
あ
る
、
就
労
意
欲
が
低
下
し

て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
す
ぐ
に
就
労
す

る
こ
と
が
困
難
な
人
に
、
就
労
に
向
け
た
準
備

と
し
て
基
礎
能
力
の
形
成
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
の
再
建
に
向
け
て
相
談
支
援
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
公
的
制
度
の
利
用
支
援
や
家
計

表
の
作
成
、
法
テ
ラ
ス
な
ど
関
係
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

︻
相
談
で
き
る
人
︼

　

事
業
に
よ
っ
て
は
所
得
・
資
産
要
件
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
の
受
給
者
は
対
象
外
で
す

︻
相
談
窓
口
︼

　

各
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
住
居
確
保
給
付
金
の
給
付
に

つ
い
て
は
市
役
所
本
庁
の
福
祉
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
を
支
援
し
ま
す

生
活
費
・
就
労
・
借
金
・
家
賃

の
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

早
め
の
相
談
が
自
立
へ
の
近
道

で
す
。

福祉政策室　斎藤

■
定
住
自
立
圏
構
想
と
は

　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
近
隣
市
町
村
が
お
互
い
に
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
、
住
民
の
生
活
機
能
の
確
保
や
利
便

性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
方
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
国
が
財

政
的
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
方
版
総
合
戦
略

の
施
策
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
上
市
は
、
隣
接
す
る
関
川
村
お
よ
び
粟
島

浦
村
と
「
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し
、
三
市
村

で
協
力
し
な
が
ら
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
中
心
市
宣
言
と
は

　

協
力
し
合
う
市
町
村
を
圏
域
と
し
た
「
定
住

自
立
圏
」
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う

市
と
し
て
意
思
表
明
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
定
住
自
立
圏
に
お
け
る
三
つ
の
柱

○
生
活
機
能
の
強
化

　

医
療
、
福
祉
、
産
業
な
ど
生
活
機
能
の
向
上

に
関
す
る
取
り
組
み

○
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

　

道
路
整
備
や
公
共
交
通
な
ど
の
取
り
組
み

○
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

　

�

人
材
育
成
や
職
員
交
流
、
研
修
な
ど
に
関
す

る
取
り
組
み

■
今
後
の
予
定

①
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

　

相
互
に
協
力
し
合
う
項
目
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
会
の
承
認
を
得
た
後
に
関
川
村
お
よ
び
粟

島
浦
村
と
協
定
を
結
び
ま
す
。

②
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

　

①
で
協
定
し
た
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
各
団
体
や
市
民
の
代
表
者
と
協

議
し
、「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

し
て
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
１
）
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ふ
た
り
で
プ
ー
ル
に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
勲
雄
さ
ん
が
十
数
年
前
事
故
で
下
肢
不
自

由
と
な
り
、
主
治
医
か
ら
プ
ー
ル
で
リ
ハ
ビ
リ

す
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
だ
そ
う

で
す
。
当
時
、
貞
子
さ
ん
は
会
社
勤
め
だ
っ
た

た
め
土
・
日
曜
日
の
み
プ
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま

し
た
が
、
退
職
し
て
か
ら
は
ふ
た
り
で
プ
ー
ル

に
行
く
の
が
日
課
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
中
運
動
は
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
の
で
、

勲
雄
さ
ん
に
と
っ
て
は
最
適
な
運
動
。
ク
ロ
ー

ル
で
２
０
０
メ
ー
ト
ル
泳
ぎ
、
水
中
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、全
身
の
筋
肉
を
使
っ

て
た
っ
ぷ
り
１
時
間
以
上
体
を
動
か
し
て
い
る

の
で
と
て
も
体
調
が
い
い
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
貞
子
さ
ん
の
場
合
は
「
ど
う
し
て
も

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
!
」
と
い
う
目
標
を

も
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
今
で
は
５
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
ス
イ
ス
イ
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
が
っ
て
い
た
腰
も
伸
び

て
姿
勢
が
よ
く
な
り
、
歩
行
が
楽
に
な
っ
た

そ
う
で
、
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。

　

プ
ー
ル
に
通
い
は
じ
め
て
か
ら
同
世
代
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
と

も
友
達
に
な
り
、
会
話
も
は
ず
ん
で
「
心
の

元
気
」
を
も
ら
っ
て
日
々
頑
張
っ
て
い
く
力

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
健
康
は
努
力
し
な
い
と
維
持
し
て
い
け
な

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
た
り
仲
良
く
プ
ー

ル
で
健
康
づ
く
り
を
し
て
行
き
た
い
。
皆
さ

ん
も
是
非
、
朝
日
き
れ
い
館
に
来
て
一
緒
に

泳
ぎ
ま
せ
ん
か
。」
と
、
と
て
も
い
い
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
、
２
６
３
）

康康

わ
た
し
の

健健

慢慢
自自

　
今
回
は
、
仲
良
く
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

を
し
て
い
る
髙
橋
勲い

さ

雄お

さ
ん
（
73
歳
）・
貞て

い

子こ

さ
ん
（
70
歳
）
ご
夫
妻
に
話
を
聞
き
し
ま
し
た
。

仲良くプールで健康づくり髙橋さん夫婦（朝日きれい館）
　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
大
切
な
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　

保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
制
度
加

入
者
の
皆
さ
ん
の
保
険
税
と
、
国
や
県
、
市
の

負
担
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
村
上
市
に
お
け
る
１
人
当
た

り
の
医
療
費
の
状
況
は
35
万
１
３
９
円
（
対
前

年
比
１
０
４
・
５
％
）
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
県
平
均
額
も
上
回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
表
１
】

　

こ
の
ま
ま
医
療
費
の
増
加
が
続
く
と
、
保
険

税
の
増
加
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
医
療
費
の
節
減
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

◎
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

◎
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
い
ま
し
ょ
う

◎
診
察
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

360,000
350,000
340,000
330,000
320,000
310,000
300,000
290,000
280,000

22年度 23年度
村上市

24年度 25年度
県平均

円

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
〜
２
５
４
）

山北支所　　　　
地域福祉室　渡辺

年
々
上
昇
！
財
政
ひ
っ
迫
！
国
民
健
康
保
険

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

【表１】年度別被保険者の１人あたりの費用額

　
市
で
は
少
し
で
も
負
担
の
少
な
い
国

民
健
康
保
険
制
度
の
運
営
を
目
指
し
、
運

営
費
の
節
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
効
果
を
上
げ
る
に
は
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
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　「老化は仕方のないこと」「自分はまだ元気だ

から介護予防なんて関係ない」と思っていませ

んか。介護予防は思い立った時から、すぐに取

り組むことができます。市主催の介護予防教室

に参加した人は、体力測定で歩く速さや片足バ

ランスの改善、口腔機能測定で飲み込み機能の

改善が見られました。

　教室終了後のアンケート結果では、約90％の
人が自宅で運動するようになった、体や生活に

いい変化があったと答えています。４月からも

さまざまな介護予防教室が始まりますので、ぜひあなたも参加してみませんか。

イキイキと元気にすごすために
～介護予防教室に参加して～

包括支援センターだより

介護者のつどい
地区 荒川 村上

と　き
３月９日㈪ ３月19日㈭

午前９時30分～11時30分 午後１時30分～３時30分

ところ 荒川保健センター 市役所本庁相談室

対象者 市内在住の介護者

参加費 100円 無料

申し込み ３月３日㈫まで ３月16日㈪まで

気持ちが前向きに
なった。

生活にメリハリがでた。

生活が楽しくなった。

体が軽くなっ
た。つまずくこと
がなくなった。

知り合いが
できて、さ
まざまな情
報交換がで
きた。

参加者の声

都市計画用途地域・建築基準法22条区域の

見直しについてご意見をお聞かせください

　市では都市計画用途地域（※１）の変更・建築基準法第22条区域（※２）
の指定の見直しを検討しています。下記の日程で、見直しの内容につい

て市民の皆様からご意見を頂きたいと考えています。都合の良い会場に

お越しください。

　都市計画用途地域の変更については、主に荒川地域を、22条区域の見
直しについては、主に村上地域の一部、荒川地域の用途地域内を検討し

ています。

【日時および会場】

　　●３月17日㈫　午後７時～
　　　　市役所本庁第５会議室（５階）
　　●３月18日㈬　午後７時～
　　　　荒川地区公民館視聴覚室（２階）

●問い合わせ　都市整備課計画室

　　　　　　　☎53－2111（内線513・515）

（※１）�都市計画法に基づき、12種類の「土地の
使い方」を定めるものです。用途地域に

指定されると、建物の建て方のルールが

定められます

（※２）�建築基準法第22条に基づいて防火上の
最低水準を確保する区域です

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）
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　村上市役所保健課を名乗る人から電話があり、「水色の

封筒が届いているはずですが、医療費の還付が今日締め

切りです。」と言われ、「封筒は届いていない。」と答える

と、「銀行からお金が支払われるようにしておくので、携

帯電話とキャッシュカードを持ってATMに行ってほし

い。」と言われた。「携帯電話

がない。」と話すと、電話を

切られた。

　このように市役所や社会保険事務所など公的機関の職

員を名乗り、医療費などの還付金手続きのためにATMに

誘導して送金させる「還付金詐欺」の相談が、市役所に数

件寄せられています。

お役立ち　

くらしの情報

村上市で実際にあった

●「おかしいなあ」、「困った！」ときは下記までご相談ください。

村上市消費生活センター　☎53－2111（内線287、290）　FAX53－2541
荒川支所地域振興課　　　☎62－3103 朝日支所地域振興課　☎72－6885
神林支所地域振興課　　　☎66－6112 山北支所地域振興課　☎77－3112
消費者ホットライン（土・日）　☎0570－064－370　※PHS、IP電話などからは利用できません

30 還付金詐欺にご注意！

ひとこと助言
●�このような電話があった場合は、安易に信用
せずにいったん電話を切り、市役所に確認の

電話をしてください。

●�公的機関の職員が還付金受け取りのためにＡ
ＴＭ操作を行うよう電話をすることは、絶対

にありません。

●�警戒が厳しい金融機関のATMではなく、コ
ンビニやスーパー、最近では病院や市役所の

ATMに誘導するケースが見られます。
●�「期限が今日まで」などとせかし、冷静に考え
たり、周囲に相談したりする余裕を与えませ

ん。一度払ってしまうと、お金を取り戻すこと

は極めて困難になります。
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●問い合わせ

　生涯学習課スポーツ推進室　☎53－2446

　毎年トップ選手を招いて、競技者の意識高揚と技術向上、指導

者の資質向上のために実施している「村上市競技スポーツ強化

事業」。今回は、プロ野球選手としてロッテオリオンズで活躍し、

「マサカリ投法」で知られる、野球解説者村田兆治さんをお招き

して実施した講演会と野球教室の様子をお伝えします。

挑
戦
す
る
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と

︻
講
演
会
︼

（
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

市
民
約
２
０
０
人
を
前
に
講
演
し

た
村
田
さ
ん
。
小
中
学
生
を
ス
テ
ー

ジ
に
呼
び
込
ん
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
披
露
し
た
り
、
客
席

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
な
ど
し

て
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

現
役
時
代

に
肘
を
故
障

し
、
絶
望
と

挫
折
を
経
験

し

た

話

や
、

「
誇
り
を
持
つ

こ
と
」「
努
力

す
る
こ
と
」

の

大

切

さ
、

現
役
引
退
後

に
離
島
の
少

直
接
指
導
を
受
け

貴
重
な
経
験
を
得
る

︻
野
球
教
室
︼

（
神
林
総
合
体
育
館
）

　

市
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
６

年
生
約
40
人
が
参
加
。

　

当
日
は
、
村
田
さ
ん
の
他
に
新
潟

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ク
ラ
ブ
の
選
手
も
指
導
に
あ
た

り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

年
に
野
球
を
指
導
し
て
い
る
「
離
島

甲
子
園
」
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
情
熱
が
な
く
な
っ
た
と

き
に
精
神
は
老
い
る
。
挑
戦
す
る
気

持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
語
っ
た
村
田
さ
ん
。
プ
ロ

野
球
の
第
一
線
で
活
躍
し
た
そ
の
言

葉
に
は
、
力
強
さ
と
説
得
力
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
の
投
げ
方
を
実
演
し
な
が

ら
「
振
り
か
ぶ
っ
た
時
に
足
に
た
め

を
つ
く
り
、
最
後
に
腕
を
振
り
ぬ
く

こ
と
が
大
事
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
手
取
り
足
取
り
の
指
導
に
緊
張

と
感
激
が
入
り
混
じ
る
参
加
者
。

　

そ
の
後
も
捕
球
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
基
礎
的
な
動
作
を

細
か
く
指
導
し
、
地
元
の
指
導
者
に

も
教
え
方
や
練
習
方
法
な
ど
を
教
え

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
は
「
こ
れ
か
ら
、

中
学
校
や
高
校
で
野
球
を
続
け
て
い

く
う
え
で
、貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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通
学
の
安
全
を
支
え
る
信
号
機
が
設
置

１
月
23
日
㈮　

牧
目
集
落

　市道桃川牧目線の牧目交差点に信号機が設置され、

点灯式が行われました。高速道路のICができたことで、
交通量が増えていた交差点も安全に渡れるようになり、

地元の皆さんの喜びもひとしお。点灯式の後、渡り初

めを行い、交通事故撲滅の誓いを新たにしました。

おすもうさんってチョー強いんだね
１月30日㈮　村上幼稚園

白銀の世界を駆け抜け「名水」へ
２月１日㈰　大毎集落

地域を災害から守る取り組みを学ぶ
１月24日㈯　神林農村環境改善センター

　村上市出身の力士、闘
とう

林
りん

山
ざん

関が村上幼稚園を訪れ、

運動マットでつくられた特設土俵で、園児たちとす

もうをしました。１対1、１対２、１対大勢…と徐々
に人数が増えていき、応援する園児たちの「がんば

れー！」の声に押されて、闘林山関が寄り切られる場

面も。園児たちは、本物のおすもうさんと触れ合う、

楽しい時間を過ごしました。

　雪山に湧き出る名水「鰈山清水」の水汲みツアーが

開催され、県内外から30人が参加しました。ふもとの
雪原でスノーモービルの試乗を楽しんだ後、集落から

６キロメートル離れた鰈山清水までスノーモービルで

風を切って疾走し、雪下から湧き出る清水を汲み思い

思いに堪能しました。

　地域の自主防災力を高めるためのセミナーが行われ、

神林地区の区長・自主防災組織の役員など約60人が参
加しました。市町村災害対応支援アドバイザーによる

地域の防災・減災活動の講演の後、参加者で自主防災

について話し合う演習を行い、自主防災組織の強化に

つなげました。

　このコーナーは、

市内の協働の取り組

みや話題・活動など

を紹介します。
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大活躍の１年！荒川卓球少年団
２月６日㈮　荒川地区スポーツ少年団

寒い冬もバレーであったかいんだからぁ♪
２月15日㈰　朝日総合体育館

自分の中の退治したい鬼は
２月３日㈫　　若林家住宅

除雪ボランティアで地域に貢献
２月８日㈰　塩野町集落

　平成26年度荒川地区スポーツ少年団表彰式が開催
され、県大会で優勝するなどの好成績を収めた荒川卓
球少年団（中学生男子・女子）と同クラブ石山慎さん、
齊田涼花さんが表彰されました。石山慎さんは「表彰
を受けることができたのは、指導者や家族、友人の存
在があったから。感謝の気持ちを忘れずに、今後もス
ポーツに励んでいきたい！」と謝辞を述べました。

　第37回如月カップ（９人制バレーボール大会）が開
催され、朝日地区の17チーム約200人が参加しました。
レベルに応じた３つのクラスに分かれて行われ、熱戦
が繰り広げられました。勝敗もさることながら、親睦
が１番の目的。試合の合間にはジャンケン大会が行わ
れたり、温かいスープが振る舞われるなど参加者たち
は冬の休日を満喫しました。

　市内の小学校３年生以下を対象に「子ども豆まき大

会」が行われました。「おこりんぼう鬼」、「ねぼすけ鬼」

や「くいしんぼう鬼」など自分の退治したい鬼の面を

つけて豆まきを待つ子どもたち。若林家の家紋のつい

た羽織袴を着た３人の子どもたちが、「福は内、鬼は外」

と大きな掛け声で豆をまきました。

　集落の公民館員で構成された30代～60代の男女12人
が、高齢者宅２軒の玄関先や車庫前の除排雪作業ボラ

ンティアを行いました。作業の合間には、訪問したお

家の人に、日ごろの生活面で苦労している事を伺うな

ど心のケアを行う姿も見られました。

市内の出来事をブログ形式で市ホームページで掲載中 村上市　　広報日記 検�索

ウェブで検索して

みてね。
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平
成
20
年
４
月
に
合
併
し
た
す
べ
て
の
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
、
職
業
も
年

齢
も
ば
ら
ば
ら
な
初
対
面
の
20
代
か
ら
60
代
の
男
女
14
人
。
市
民
憲
章
を
作
る

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
気
盛
ん
に
燃
え
て
い
る
者
、
場
違
い
な
場
所
に
来

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
…
と
不
安
な
顔
を
覗
か
せ
る
者
、
そ
れ
が
私
た
ち

「
村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

市
民
憲
章
を
一
か
ら
つ
く
る
議
論
の
中
で
、「
鮭
」
と
い
う
言
葉
の
呪
縛
に
苦

し
ん
だ
日
々
。
言
葉
を
紡
ぎ
、
削
り
、
ま
た
紡
ぐ
と
い
う
迷
路
を
彷
徨
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
日
々
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
の
助
言
を
も
と
に
更

に
言
葉
を
選
び
、
削
っ
て
は
言
葉
を
紡
ぐ
、
そ
ん
な
作
業
が
延
々
と
続
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
生
み
の
苦
し
み
の
末
に
よ
う
や
く
市
民
憲
章
素
案
と
し
て
答
申
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

新
し
い
市
民
憲
章
は
、
前
文
と
唱
和
文
が
共
に
あ
る
こ
と
で
成
り
た
っ
て
い

ま
す
。
前
文
を
聞
き
な
が
ら
目
を
閉
じ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
さ
と
が
浮
か
び

上
が
り
、
唱
和
文
を
口
に
す
る
こ

と
で
新
し
い
村
上
市
が
見
え
て
く

る
構
成
と
し
て
い
ま
す
。
前
文
は

唱
和
文
に
奥
行
を
与
え
、
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
機
会
が
あ
る
度
に
言
葉

に
出
し
て
読
ん
で
い
た
だ
い
た

り
、
心
で
つ
ぶ
や
い
た
り
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
市
民
憲
章
が
、
皆

さ
ん
の
心
に
い
つ
ま
で
も
寄
り
添

う
「
ふ
る
さ
と
の
言
葉
」
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　今日も一日きみを見てた（角
か く た

田光
み つ よ

代）

◆　警視庁文書捜査官（麻
あさ

見
み

和
か ず し

史）

◆　小説創業社長死す（高
たかすぎ

杉良
りょう

）

◆　透明カメレオン（道
みち

尾
お

秀
しゅう

介
すけ

）

◆　妄想科学小説（赤
あ か せ

瀬川
がわ

原
げんぺい

平）

◆　図書館の魔女　烏
からす

の伝
つてこと

言（高
た か だ

田大
だいすけ

介）

◆　銀幕の神 （々山
やまもと

本甲
こ う し

士）

◆　狗
ぐ

賓
ひん

童
ど う じ

子の島（飯
いいじま

嶋和
かずいち

一）

◆　波に乗る（はらだみずき）

◆　サーカスの夜に（小
お が わ

川糸
いと

）

◆　ソラシド（吉
よ し だ

田篤
あつ

弘
ひろ

）

◆　指の骨（高
たかはし

橋弘
ひろ

希
き

）

◆　保
ほ

春
しゅん

院
いん

義
よし

姫
ひめ

-伊達政宗の母－（高
たかはし

橋義
よ し お

夫）

◆　桑
そうこう

港特急（山
やまもと

本一
いちりき

力）

◆　雨に泣いてる（真
ま や ま

山仁
じん

）

◆　介護の基本Ｑ＆Ａ（三
み よ し

好春
は る き

樹）

◆�　お年寄りに喜ばれる楽しいレクリエーションベスト55

（小
こばやし

林正
まさゆき

幸）

◆　まいにちの中高生のお弁当250（学研パブリッシング）

◆　ゼロからわかる墓じまい（吉
きっかわ

川美
み つ こ

津子）

◆　クスリに殺されない47の心得（近
こんどう

藤誠
まこと

）

◆　50歳からのハッピーリタイア準備（畠
はたなか

中雅
ま さ こ

子・宮
みやさと

里惠
け い こ

子）

○　妖怪きょうだい学校へ行く－妖怪一家九
つ く も

十九さん４－

（富
とみやす

安陽
よ う こ

子）

○　ワーズハウスへようこそ－ついつい間違えてしまう日本語－

（篠
しのざき

崎晃
こういち

一）

○　虫
むし

愛
め

づる姫もどき（おのりえん）

○　田中将大-侍メジャーリーガー列伝－（本
ほんごう

郷陽
よ う じ

二）

○　きちきちだらり（笹
ささがわ

川永
なが

礼
れ

）

○　ぼく、おおきくなるからね！（わたなべゆういち）

○　ダンゴウオの海（鍵
かぎいやすあき

井靖章）

◆中央図書館３月の休館日◆
月曜日　　　　　　　　　２日、９日、16日、23日、30日
第２金曜日（館内整理日）　13日
※中央図書館の開館時間
　　火曜～金曜　　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　　午前９時から午後５時まで

◆…一般書　○…児童書

市民憲章唱和文　はぐくもう　愛と思いやりのこころを　　つくろう　創意に満ちた明るい未来を

　　　　　　　　ひろげよう　伝統と文化　学びのすばらしさを　私たちは元気あふれるまちを目指します

村
上
市
市
民
憲
章
等
審
議
会
会
長
　
五
十
嵐
　
誠

人
々
の
想
い
が
ふ
る
さ
と
を
創
る

●問い合わせ　政策推進課企画政策室

　　　　　　　☎53－2111（内線531）市民憲章に思いを込めて

水明橋付近から鷲ヶ巣山を望む
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※１月11日から２月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口30,950人（△32）　33,624人（△11）　�計64,574人（△43）　    23,002世帯（29）

村上地区

優希（うき）	 忠 　 智 洋	 山辺里
麗生（れい）	 山 田 　 健	 八日市
悠斗（ゆうと）	 小 山 篤 嗣	 飯野西
琴（こと）	 佐 藤 祐 樹	 杉原
蒼士（そうし）	 沼 俊 康	 岩船上町
准（じゅん）	 髙 橋 国 博	 大欠
蓮（れん）	 工 藤 修 平	 岩船三日市
龍生（りゅうせい）	 貝 沼 雄 太	 堀片
光葉（みつは）	 佐 藤 和 幸	 天神岡
和真（かずま）	 木　村　雄一郎	 小国町
日和（ひより）	 木　村　雄一郎	 小国町
健（たける）	 藤 井 和 徳	 小国町
希胡（きこ）	 東海林　　　渉	 岩船下浜町

荒川地区

琉煌（りおん）	 小 田 都 史	 田島
暖人（はると）	 皆 川 　 健	 下鍜冶屋
あかり	 松 田 慎 也	 坂町
羽南（はな）	 安 城 直 哉	 長政
果歩（かほ）	 渡 辺 直 毅	 大津

神林地区

志織（しおり）	 八藤後　和　男	 上助渕
結愛（ゆあ）	 木 村 研 介	 南田中
笑莉（えみり）	 本 間 明 洋	 塩谷
結心（ゆい）	 坂 上 和 則	 福田

朝日地区

芽衣（めい）	 菅　原　洸太朗	 岩沢
咲真（えま）	 大 田 陽 祐	 布部
瑠花（るか）	 鈴 木 　 暢	 中原
隼嵩（はやたか）	 齋 藤 広 樹	 笹平

山北地区

凛々七（りりな）	 板 垣 勇 人	 碁石

人口と世帯数（2月1日現在） 
（　　）内は前月比

村上地区

田 村 二 郎	 73	 山辺里
本 間 省 一	 91	 上町
増 井 孝 平	 89	 岩船上町
樋　口　まり子	 61	 南町一丁目
渡 邉 克 巳	 63	 岩船三日市
石 栗 昭 三	 79	 岩船上浜町
三　浦　ヤイ子	 84	 吉浦
斎 幸 一	 86	 塩町
伴 田 武 夫	 80	 岩船横新町
冨 樫 幸 三	 88	 泉町
佐 藤 泰 丸	 82	 山居町二丁目
瀨 賀 次 男	 94	 菅沼
中 村 泰 夫	 84	 山辺里
齋 藤 雅 夫	 84	 二之町
髙 橋 イ ミ	 71	 泉町
伊 東 正 文	 88	 大欠
佐　藤　メリ子	 91	 新町
松　田　イト子	 99	 山居町二丁目
飯 島 桂 子	 87	 三之町
澁 谷 榮 子	 98	 長井町

荒川地区

三 田 吉 枝	 78	 長政
金 子 ヨ リ	 93	 佐々木
江 端 吉 松	 88	 金屋
髙 野 イ エ	 81	 下鍜冶屋
小 林 ミ ツ	 96	 金屋
酒 井 タ カ	 94	 藤沢

神林地区

川 﨑 正 男	 82	 北新保
岸　　　マサエ	 84	 牧目
小 田 　 剛	 86	 飯岡
佐 藤 清 藏	 88	 平林
佐 藤 哲 之	 84	 塩谷
齋 藤 久 雄	 75	 山屋
髙 野 昭 作	 84	 小岩内
佐 藤 陽 一	 81	 桃川
石 田 カ ネ	 100	 牛屋
八藤後　忠　雄	 80	 上助渕
櫻　井　ミツイ	 92	 塩谷
㟁 　 イ ネ	 98	 牧目
近　　　ミサヲ	 100	 山田
阿 部 仁 衛	 89	 七湊

朝日地区

中 山 ハ ツ	 95	 大須戸
佐 藤 　 博	 87	 古渡路
岩 澤 幸 雄	 83	 中原
高　橋　ミサホ	 90	 大場沢
畠 山 　 禎	 89	 大須戸
小 田 キ イ	 81	 下新保
菅　𠩤　トミコ	 85 蒲萄
石 田 ミ ン	 90	 古渡路
小 田 豊 司	 88	 関口

山北地区

佐 藤 た け	 96	 中浜
佐 藤 ヨ リ	 92	 大毎
新 谷 キ ミ	 99	 浜新保
青 木 清 一	 86	 岩崎
大 滝 金 吾	 90	 勝木
大　滝　キヨ子	 91	 山熊田
　原　サダ子	 89	 中継
中 村 常 廣	 60	 今川
木 村 初 子	 92	 雷
板 垣 八 郎	 72	 杉平
青　木　一太郎	 91	 中浜
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●
本
紙
掲
載
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す

村
上
市
政
策
推
進
課

〒
958-8501　

新
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編集後記

むらかみ情報ねっと
メールでいつでもどこでも情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.lg.jp/
mobile/mailmaga/
右のQRコードで読み取る
だけで簡単アクセス

わが家

宝

の

]otnk]otnk ワンモアショット！

今回は、荒川地区です今月の 市民キッズモデル

　村上、村上南小学校の児童の父親でつくる「おやじの会」

と上海府小学校ＰＴＡが合同で企画した「雪灯籠まつり」が

行われました。親子合わせて約150人が参加し、ペットボトル

を加工して作った約400個の雪灯籠を設置。学校の屋上からグ

ラウンドを見下ろすと「なかま」の文字が浮かび上がり、参

加者から「うわーきれい」「すごーい」と大歓声が上がりました。

【記事】

・平成27年度施政方針
・新ごみ処理施設竣工

・人間ドック費用助成

　はじまります

▼「とわくん」かっこいい消防士に

なってくださいね▼「あきちゃん」おい

しいケーキを食べさせてくださいね。

今回の紙面を和ませくれたのは、

舘腰保育園に通うこの２人！

とわくん

あきちゃん

【すきなもの】
　バナナ
【おとなになったら】
　しょうぼうし

【すきなもの】
　パン
【おとなになったら】
　ケーキ屋さん

u３月といえば、卒業や退職などの別れの

季節。この時期になると私が小学生のころ

に聴いた「さよならは、別れの言葉じゃなく

て再び会うまでの遠い約束」という歌詞を

思い出します。別れの悲しみを癒やす魔法

の言葉として、私を支えてきてくれました。

あらためて何事も前向きにとらえていこう

と思うい○です。

　産まれてくるまでは、いろいろと心配しましたが、元気に大きく産

まれてきてくれました。ありがとう。

　いつも元気でニコニコ笑顔のそらに、家族みんながポカポカと温か

くなります。スクワットが大好きで家族の中で一番上手です。

　じーちゃんのひざの上が大好きなそらちゃん。次はパパのひざの上

も好きになってね。

中
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父
）　
　

〔
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口
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沙
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（
母
）

　
　
　

そ
ら
（
11
か
月
）

4月1日号 次号予告

校庭に浮かぶ灯の文字に感動
２月１日㈰　村上南小学校


